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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，高等学校国語科において，「創造的・論理的思考力」を継続的に育
成するための学習評価モデルの具体として，言語パフォーマンス評価のあり方を開発することにある。研究協力
者と協働しながら，言語パフォーマンスを焦点化した「めあて」の構築と，その提示による学習者の言語パフォ
ーマンスの意識化の実際について，授業を通じた検証を行った。言語行為を明示する言語パフォーマンス課題の
設定により，学習者の学習の質の向上が見られるとともに，言語パフォーマンス課題の設定の仕方についての知
見を明らかにすることができた。 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a method of language performance 
assessment for the continuous development of “creative and logical thinking skills. In 
collaboration with research collaborators, the construction of a “goal” focusing on language 
performance and the actual awareness of learners' language performance through its presentation were
 verified through lessons. We found that setting language performance tasks that explicitly specify 
language acts improved the quality of learners' learning, and we were able to clarify our findings 
on how to set language performance tasks. 

研究分野： 国語科教育

キーワード： 高等学校　創造的・論理的思考力の育成　言語パフォーマンス　学習と評価の一体化　開発研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，言語パフォーマンス評価のあり方を明らかにすることができた点である。まず，言語パフォー
マンス課題の設定の仕方として，「話す・書く」という表現行為をより詳細な言語行為として描き出すことの効
果を指摘できた点は成果であった。さらに，焦点化し，詳細となった言語行為がより深い理解を促進するだけで
はなく，論理的思考力形成に有効に働くこと，また，論理形成の際の注意点に学習者の目を向けさせることにな
ったことは成果であった。また，このことは論理的思考力育成のための実践的ポイントを示唆することにもなっ
た。ただし，学習評価の基準(ルーブリック)づくりに関しては残された課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 平成 29 年 3 月に小・中学校の学習指導要領が改訂され，平成 30 年には高等学校学習指導要
領が改訂された。中央教育審議会諸島中等教育分科会教育課程部会は，「次期学習指導要領等に
向けたこれまでの審議のまとめ」（平成 28 年 8 月）においては，国語科で育成を目指すべき資
質・能力の１つとして，「創造的・論理的思考力」が位置付けられることとなった。 
国語科教育研究において，「論理的思考力」についてはさまざまな形で議論され，位置付けら

れてきたということができよう。しかしながら，「創造的思考力」については，議論はされるも
のの，その内実を明確に位置付けたものはほとんどなかった。こうした観点から，学習指導要領
の理念を踏まえた，21 世紀のグローバル社会を「創造的」に生き抜くことのできる生徒の学習
指導を実現するためには，「創造的・論理的思考力」を育成するための学習モデルの開発を行う
必要がある。 
さらに，「創造性」をいかに評価するのは喫緊の課題でもある。教育現場の実践者と協働して

研究を行ってきたが，評価に関しては，ペーパーテストを中心にしたものであるという事実は否
定できない。「知識・技能」の定着，あるいは「習得」を中心とした学力観に依拠した取り組み
が中心に行われてきたことは事実である。しかしながら，授業の中で駆動され，そして形成され
ていく児童生徒の学力形成の事実を捉え直していく試み，実態を捉え直した評価になり得ない
のが現実であるばかりか，児童生徒も自らの学力の伸長自体を捉え直すことができないままで
あるのが実際である。 
こうした現状についての問題点は，さまざまな形で言及されてきた。だからこそ，新たな評価

のあり方としての，言語パフォーマンス評価のあり方を模索していくこととした。そして，言語
パフォーマンスの質を捉える指標を開発することにより，「理論ベース」の「パフォーマンス評
価」から「実践ベース」の，具体論としてのパフォーマンス評価のあり方を構築していくことを
目的として，本研究をデザインした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，国語科における「創造的・論理的思考力」を育成するための学習評価モデル

の具体として，言語パフォーマンス評価のあり方を開発することにある。 
本研究を遂行するにあたり，以下の点を研究上の課題として設定する。 

 
（１）「創造的・論理的思考力」の内実と，その関連について明らかにする。 
（２）論理論証教育，とりわけ国語科授業における「創造的・論理的思考力」を育成するための 

学習評価モデルとして，学習者の言語パフォーマンスの質に着目して，パフォーマンス評 
価方法の具体を開発する。 

（３）開発した言語パフォーマンス評価方法を実際に試行し，修正していくことによって，教育 
現場で実践可能で有効なパフォーマンス評価の具体を構築する。 

 
以上の検討を通じて，学習者自身が自己評価と自己調整を行いつつ，自覚的に，そして着実

に，「創造的・論理的思考力」を形成する主体となるための道筋を明らかにすることを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 研究の目的に記した課題を解決していくために，大きく３つのプロジェクトを立ち上げ，研究
を進める。 
 
 プロジェクト① 
 「創造的・論理的思考力」の内実の検証を，主として，研究協力者の国語科教育実践の展開を    
振り返ってもらいながら，論理的思考力や創造性の定義について確認していく。また，先行研 
究や研究協力者の認識をもとにして，論理的思考力や創造性の内実についての概念規定の達 
成水準を確認し，統合する。さらに，論理的思考力，創造性形成のための取り組みの研究協力 
者自身の実践の振り返りと，目指すべき論理的思考力，創造性の内実の概念の再定義と形成を 
目指した取り組みの開発の方向性の検証を行う。 

 
プロジェクト② 

 創造性や論理的思考力の形成を目指した単元開発を行い，実践を行った上で，実践を検証して 
いく。言語能力としての「創造性」や「論理的思考力」の形成過程を学習者の言語パフォーマ 
ンスから看取り，位置付け直した上で，言語パフォーマンスの質を測る尺度を構築し，表現能 
力の育成に対応できる高等学校国語科の実践的提案，学習開発の視座を獲得する。 

 
プロジェクト③ 
授業過程における評価尺度活用の方法を探り，学習者が利用可能な評価尺度を開発し，学習者 
自身が自己評価と自己調整を行うことのできる実用的な評価尺度の開発を行う。真に，学習者 



が「創造性」や「論理的思考力」を形成する「主体」と位置づく，学習指導過程の開発と検証 
を行い，高等学校における「論理論証教育カリキュラム」の詳細を作成する。 

 
 研究初年度から，「創造性」や「論理的思考力」の内実についての概念規定を徹底して行うと
ともに，高等学校における「論理論証教育」の実態を明らかにするとともに，その目標について
確認する。研究協力者の実践を振り返ってもらう中で，位置付け直す取り組みを通じて，高等学
校における「論理論証教育」の到達点と課題を明らかにすることになる。また，ここまでの取り
組みを振り返ることで，高等学校段階での学力形成の系統性を位置付け直すことにもなるはず
であり，このことは「論理論証教育」の目標を確認しつつ，その下位目標群の整理にもなると言
えよう。研究方法としては，インタビューやカンファレンスとともに，研究協力者相互の教員集
団による省察を取り上げることになる。 
さらに，研究の２年次には，初年度の取り組みの成果をもとにした「創造性」と「論理的思考

力」育成のための実践開発，単元開発に取り組み，その一部について実践を行い，検証に取り組
むとともに，学習過程で見られる学習者の反応や記述させた反応を分析しながら，言語パフォー
マンス課題の設定のあり方を抽出していく。 
３年次は，より実効性の高い言語パフォーマンス課題の設定を目指した単元開発を行い，授業

モデルのブラッシュアップを行う。実験的な試みを中心として，授業プロトコルの分析，さらに
学習者の反応を分析するとともに，学習開発に関わった研究協力者の実践開発意識についてイ
ンタビュー等をもとにして抽出し，より有効性の高い言語パフォーマンス課題の設定のあり方
を構築することを目指す。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では，研究協力者と協働して，「創造性」と「論理的思考力」の育成を目指した言語パ
フォーマンス評価の開発を目指し，単元を開発し，授業モデルを提案した。とりわけ，開発した
単元自体を幾度となく検証し，修正を行いつつ，学習者が言語パフォーマンスを向上させ，そし
てパフォーマンスの向上とともに，「論理的思考力」の形成とともに，「創造的に思考する」力自
体を開発する取り組みを行ってきた。新型コロナウィルス感染症の流行の中で，研究がままなら
ない状況もあり，研究期間としては１年間の延長もあったが，研究の成果としては，以下の点を
特筆することができる。 
 
（１）「創造性」の内実 
 
 まずは，複数人の研究協力者とともに，「創造性」と「論理的思考力」の関係性についての議
論を行った。結果として，「課題解決の方法について，新たなアイデアを思いつく能力」と位置
付け直すことに成功した。こうした定義に基づき，さらに，「創造性」を下支えする下位項目の
能力群を設定し，次のような構造を見出し，単元や実践を構築する際の基準を作成したことは成
果の１つであった。 
 

 
創造性＝課題解決の方法について，新たなアイデアを思いつく能力 

 
↕ 

 
課題調整能力＝認識した課題の構造を整理し，ポイントとなる点を整理する能力 

 
↕ 

 
課題認識能力＝課題を課題として認識し，課題であることを論理的に説明する能力 

 
 
 
（２）「相互批評」を行うための状況設定を意識した「めあて」の設定のあり方の開発 
 
 授業において，「めあて」を設定することは学習者の「学習の足場」を作っていくことでもあ
る。そして，「めあて」の設定に関して，「創造性」の育成を観点として，具体的に下位の能力群
の形成を意識した言語パフォーマンス課題を設定することの有効性が示唆された。とりわけ，教
師が一方的に「めあて」を設定するのではなく，学習者自身が自分たちが「しなければならない
こと」を明確に意識し，そしてどうやって解決していくのかについて論理的に検証しつつ，協働
して「めあて」を構築していくことが重要となることを明らかにすることができた。こうした議
論は，学習における見通しをいかに形成するのかの議論でもあり，実践的な検証を通じて，学習
者が見通しを持つ＝「めあて」を形成するための具体的な方法開発の視座を提供できたことは大



きな成果であった。 
 
 
（３）言語パフォーマンス課題の設定にあたり，詳細に言語行為化することに焦点化 
 
 学習者に提示する言語パフォーマンス課題の設定にあたり，言語活動自体の表現を「記録・要
約・説明・論述・討論」といった表現行為の具体として設定することの有意味性を提言すること
ができたとともに，より具体化した言語行為を系統化して示すことができた。 
 この点に関しては，まだ検証の途中ではあるが，言語行為をより詳細に具体化することによっ
て，誰に向けて，どういう方法でということが，学習者により意識されることになることが明ら
かになるとともに，たとえば「説明」と「説得」で論理形成の過程に大きな差が見出されること
にもなり，その意義や価値に関してより検証が必要となることが明らかになった。 
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